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　平成２６年度医療介護総合確保推進法が成立し、各都道府県

が将来の医療提供体制に関する構築を策定することが決まりま

した。鹿児島県が示した計画では、将来推計として２０２５年に

は６５歳以上割合が３４．４％と高齢化は全国を上回る高い水準

で推移すると考えられています。また、平成２３年度の「県民保

健医療意識調査」によると約半数が住み慣れた自宅等で最期を

迎えたいと望んでいるにもかかわらず、自宅死亡割合は９．１％

と低いこともわかっています。これに対する医療提供体制はとい

うと、施設数は全国平均を大きく上回っているにもかかわらず鹿

児島市に集中している為、地域の格差や離島、僻地における医療提供体制の確保が課題とされています。

　当院が位置する南薩地域においては、県内で最も高齢化率が高い地域であり、施設数、看護職員数は全国平

均を上回っているが、平均在院日数が全国平均３２日に対し７４．４日とかなり長くなっていることが課題となってい

ます。実際、当院に入院される患者さんの療養状況をみると、施設数が多い割には、限られた連携施設の中で療

養場所が決められ、患者が本当に望む療養ができているのか疑問に感じているところです。また、在院日数が長

いことにも注目すると、施設数が多いために、暗に療養場所の選択を医療介護施設としているところはないのかと

も感じています。このような中で、住民の療養の質、広くは生活の質を上げるためには、まず、施設個々の連携

を地域全体での連携として範囲を広げ、患者さんと一番近いところでケアをする看護職が中心となり、各施設の

機能を効率よく患者さんに示すことで患者さんの選択範囲を広げ、患者さんの希望に添える医療提供体制に近づ

ける必要があると考えました。

　そこで、昨年末より、連携するためのしくみづくりについて地域の看護管理者、行政機関にご意見を伺い、概

ね賛同を得ました。その後、当院院長から、指宿医師会へのバックアップをお願いし、実施へ向けて活動がスター

トしました。第一回目を平成２７年１月２９日に開催し、指宿市、鹿児島市喜入、南九州市頴娃町等の医療・福祉

施設、行政機関の２２施設、４１名の出席があり、会の目的や今後の活動方針等について協議しました。今後の

活動は手探り状態ではありますが、出席者全員で意見を出し合い目的を達成するために活動していくことになりま

した。２ヶ月に一度の開催となり、第２回目は３月２６日、３５名の出席があり、議題希望の多かった看護サマリー

について協議しました。看護サマリーはケアの継続、連携に最も活用されている情報共有のツールですが、今回、

他の職種の情報シートや医師の意見書などについても情報提供があり多職種が連携することの意義も確認された

ところです。患者さんの情報が一元化されることは、業務

効率も上がりスムーズな対応に繋がると考えます。次回も引

き続き情報用紙について協議を継続予定です。

　今後、看看連携を図って行く中で、当院がこの地域で唯

一の公的病院であることの意味を職員一人一人が自覚し、積

極的に役割を果たしていこうと考えています。

看護部長　猿渡　惠美子
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 Ｈ２７年度は、１３名の新人看護

師と３名の既卒看護師、機構病院か

ら５名の転入職員を新たに迎え、4

月 1日より 4月 14 日まで新採用者研

修を行いました。組織の一員として

の役割から看護専門職としての責務

を、座学学習し後半は、看護の基礎

技術を再学習して配置病棟にてシャ

ドー研修を行いました。研修の様子

を、少しですが紹介します。

院内職員への案内を、今年度は新採用者自らが主体的に各職

場の職員とコミュニケーションを図り自己紹介を行いまし

た。最初は、緊張して各セクションの入り口で、一呼吸した

あと挨拶を始めていましたが、職員からの様々な質問に回答

していく中で緊張もほぐれていき、笑顔で自己紹介を行って

いました。

新採用者研修が、
終わりました。

発行日：４月 21 日　発行人：教育担当師長

次回、通信予定内容　　　　　　　　
新人コースフィジカルアセスメント研修
　　　　　　　　　　の様子をお伝えします。

庶務の方へ

医局の先生へ

病棟師長とチューター看護師と一緒に

院内オリエンテーリングを行いました。



平成 27 年 4 月 13 日現在
診療科等 月 火 水 木 金 備　　　　　　考

循環器内科 午前 鹿　島 田　中 鹿　島 永　吉 田　中
総合診療内科 午前 馬　場 中　村 中　村 田　中 中　村
脳血管内科
神 経 内 科 午前 ( 休  診 ) 新　山 新　山 ( 休  診 ) 新　山
消化器内科 午前 小　薗 軸　屋 ( 休  診 ) 小　薗 軸　屋

小 児 科

午前 相　星 荒　武
相　星 相　星 相　星 熊　本

相　星 火曜日の相星医師は受付が 9 時 30 分までとなります。

午後診療受付　14 時～ 16 時
月曜 ･ 水曜 ･ 金曜は午後診療受付 15 時～ 16 時
1 ヶ月健診 ( 毎週月曜・金曜：要予約 )　受付 14 時～ 14 時 30 分
予防接種 ( 毎週月曜・水曜・金曜：要予約 ) 受付 14 時～ 14 時 30 分

午
後

外来 荒　武 熊　本
熊　本

荒　武
荒　武予防接種

健診 相　星

外    科 午前 （吉　留） 吉　留
益　滿

吉　留
桑　畑 （吉　留）

吉　留
益　滿
桑　畑

月曜・木曜・金曜は手術日のため予約患者のみの診察

泌 尿 器 科 午前 水　間 ( 休  診 ) 水　間 水　間 水　間 火曜日は手術日のため休診    

産 婦 人 科

午前 恒　松
大　塚

恒　松
大　塚 ( 休  診 ) 恒　松

大　塚
恒　松
大　塚 日によって診察医は異なります。

１ヶ月健診（月・金曜日：要予約）診療受付 14 時～

午後診療受付（水曜日以外）14 時～ 15 時    　　　　　　　　
授乳外来（毎週火・木曜日）
母親学級（毎月第２・３水曜日）

午後 恒　松
大　塚

恒　松
大　塚 助産師

母親学級

恒　松
大　塚 恒　松

大　塚助産師
授乳外来

助産師
授乳外来

眼 　 科 午前 尾　辻 尾　辻 尾　辻 尾　辻 尾　辻
放 射 線 科
呼 吸 器 科 午前 ( 休  診 ) 中　釜 中　釜 中　釜 ( 休  診 )

専 門 外 来

午前 呼吸器内科 血液内科 肝臓内科 呼吸器外科
呼吸器内科　 　毎週月曜日　予約制　　　　　　　　　　　　　　
血液内科　　 　毎月第３火曜日　予約制　　　　　　　　　　　　
もの忘れ外来 　毎週水曜日（14 時～ 16 時）　　　　　　　　　　
肝臓内科　　 　毎週水曜日　予約制　（午前診療のみ）　　　　　　
小児循環器　 　毎週金曜日 予約制（14 時～ 16 時）　　　　
呼吸器外科　 　毎月第２･ ４木曜日 予約制 ( 午前診療のみ )
小児慢性疾患 　毎週水曜日 予約制（14 時～ 16 時）　　　　　　　

午後
もの忘れ外来

小児循環器小児慢性
疾患外来

内 視 鏡 検 査 軸　屋 小　薗 軸　屋
小　薗 藤　井 赤　崎

緩 和 ケ ア 外 来 要　予　約 随時予約受付

○受付時間　午前８時 30 分～午前 11 時 00 分			 
○診療時間　午前８時 30 分～午後 17 時 15 分			 
○休診日　　土 ･ 日 ･ 祝祭日 ･ 年末年始		
　※急患の方は､ 随時受付いたします。

面会時間　 平日は午後 2 時から 8 時まで
　　　　　 土曜、日曜及び祝祭日は午前 11 時から
　　　　　 午後 8 時まで
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　以前より行っております「出前講座」を今年度も更に拡大し実施致します。

地域の方々に役立てて頂ければ幸いです。講座の一覧を参考に担当者までご連絡下さい。

日程を調整の上、実施させて頂きます。

　なお、この講座は、指宿市の住民であれば健幸マイレージ制度の対象です。

連絡先 ＴＥＬ ０９９３-２２-２２３１ 内線 ２４６担当者　指宿医療センター　経営企画係長　角　大輔　

テーマ 担当者

高齢者の栄養管理 医師・看護師・栄養士

病気と栄養管理 医師・看護師・栄養士

心臓病について 医師・看護師

子どもの急変時の対応 医師・看護師

子どもの感染性胃腸炎の対処方法 医師・看護師

子どもの病気 医師・看護師

がんのお話 医師・看護師

命の大切さ 助産師

思春期の正しい知識 助産師

テーマ 担当者

女性のこころと体のお話 助産師

育児講座 助産師

認知症の理解と対応 医師・看護師

成人病講座 医師・看護師・栄養士

妊娠～出産 助産師

感染管理 (食中毒、インフルエンザ ) 感染管理認定看護師

救急蘇生 医師・看護師

ロコモ体操（老化予防体操） 看護師・理学療法士

（　　　）




